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2 国土座標にしたがって一辺 50m の方形の地区割りをして，遺跡の位置を表示した0
3 層位と遺構の位置については，国土座標第日座標系（x= 108,000 y=-20,000) 
が（X=2,000 Y=2,000）となる京都大学構内座標によって表示した。
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